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Abstract - When a global pandemic of infectious diseases occurs, demand for medical supplies such as 

masks, disinfectants, and personal protective equipment will exceed the production capacity in normal 

times, consequently leading to serious shortages. Stockpiling is necessary to prepare for such situations. 

However, because pandemics are infrequent and might occur at any time, stockpile freshness is an 

important concern. As described in this paper, a “rolling stockpile” of medical supplies is proposed to 

prevent the medical supply stockpile from becoming too old. A formulation of a model and simulations 

based on it is presented. Results demonstrate that the method is applicable to the design of warehouses for 

rolling stockpiles, monitoring stockpile depletion during emergencies, and monitoring the process of 

recovery from emergencies. 
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1. はじめに 

2019年に世界的な流⾏が始まった新型コロナ感染症（COVID-
19）では，多くの医療機関でマスク，消毒液，個⼈防護具などの
医療資材の確保が⼀時的に困難な状況となり，感染症の世界的
な⼤流⾏（パンデミック）における医療資材の確保という課題を
浮き彫りにした． 
パンデミックが広がると，医療資材の使⽤量が平時の⽣産能
⼒を超えるために供給不⾜に陥る．しかし，これは⼀時的な現象
であり，その後は⽣産能⼒の拡⼤が図られて供給不⾜は解消さ
れていく．しかし，平時の⽣産能⼒をパンデミックに合わせて維
持することは合理的ではないため，今後もパンデミックにおい
て⼀時的な供給不⾜は必ず起こると想定される．よって，パンデ
ミックの開始時期における医療資材の供給不⾜による医療現場
の混乱を軽減するために，備えをしておくことが望ましい． 
緊急時の資源の供給不⾜への備えとして考えられる対策は備
蓄である．⽣物学的製剤や⽣鮮⾷品などは緊急時のために備蓄
をしておくことは多くの場合に困難であるが，マスクなどの医
療資材の多くはそれらと⽐べると消費期限は⻑く，緊急時⽤の

備蓄をすることが可能と思われる． 
しかし，パンデミックは 100 年に数回という頻度である．ま
た，発⽣間隔は均等ではなく，いつパンデミックが起こるかを予
測することは難しい．医療資材は⼀定の期間は保管できるもの
の，たとえばマスクであれば保管中に感染抑⽌効果は徐々に低
下しており，⻑期間にわたって備蓄されていたものを感染症の
流⾏時に使⽤することは望ましくない．なお，医療⽤マスクの消
費期限は⼀般に3年間が⽬安である．そこで，備蓄倉庫に保管は
するものの，⼀定期間の後に⽇常診療に使⽤していき，備蓄機関
が⻑期間にならないようにするという⼯夫が考えられる．⼀般
的には災害時への備えとして⽔や⾷糧などの⽣活必需品の備蓄
においてこうした考え⽅が議論されており「循環備蓄（ローリン
グストック）」と呼ばれることがある． 
本稿ではパンデミックへの備えとして，パンデミックの際に
必要量が⼤幅に増加する医療資材（マスク，消毒液，個⼈防護具
など）の循環備蓄を提案する．循環備蓄を⾏うためには１つ以上
の備蓄⽤の倉庫が必要になるが，その設計に必要なパラメータ
の計算⽅法を明らかにするためにモデル化を⾏う．つまり倉庫
の⼤きさをどう計算すればよいか，パンデミックの際にどれく
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